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おことわり 

１） 本書の内容の全部または一部を、無断転載することは禁止されています。 

２） 本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。 

３） 本書の内容について、ご不審な点やお気付きの点がございましたらご連絡ください。 

４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 
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１．概要 

ＦＭ８２０Ｍ００は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ用のコントロールモジュールＦＭ８２０対応のマイコンパ

ックとなっており、ＮＸＰセミコンダクターズ社製ＦＳ３２Ｋ１１６の内蔵フラッシュメモリを対象機

種とします。 

その他のマイコン、フラッシュメモリへの対応については、弊社または代理店へお問い合わせください。 

その他のプローブケーブルについては、弊社または代理店へお問い合わせください。 

本マイコンパックをご使用できるコントロールモジュールは、下記のとおりになっております。 

 

 【 対応コントロールモジュール 】 

ＦＭ８２０ Ｖｅｒ．１２．０１以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

本マイコンパックは、所定のコントロールモジュールとの組み合わせで使用することができます。 

所定のコントロールモジュール以外との組み合わせでは、使用しないで下さい。 

本製品では、ＮＥＴＩＭＰＲＥＳＳ本体－ターゲットシステム間のインタフェイスとしてＳＷＤアダプ

タ（ＡＺ４４２）が必ず必要になります。 

ＡＺ４４２については、弊社または代理店へお問い合わせください。 

マイコンパック取扱説明書には、マイコンパック固有の取り扱い上の注意事項が記されていますので、

ご利用にあたっては、必ず取扱説明書をお読みください。 

本マイコンパックを使用するにあたり、リモートコントローラ(ＡＺ４９０)を用います。 

マイコンパックのロード方法につきましては、第５章をご参照ください。 

尚、ご不明な点がございましたら、弊社または代理店へお問い合わせください。 

 

【 確認事項 】 

 ご使用になられるマイコンとメモリサイズ、電源仕様などが正しいことを、ご確認ください。 

 パラメータの値が正しくない場合は、マイコンを破壊する恐れがございますので、 

 十分に注意してください。 

 

ご不明な点は、弊社または代理店へお問い合わせください。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます。 

 

型名 ＦＭ８２０Ｍ００ 

マイコン ＦＳ３２Ｋ１１６ 

フラッシュメモリ容量 

１２８Ｋｂｙｔｅ （ＣｏｄｅＦｌａｓｈ） 

３２Ｋｂｙｔｅ （ＤａｔａＦｌａｓｈ） *1 

６４ｂｙｔｅ （Ｐｒｏｇｒａｍ Ｏｎｃｅ領域） *2 

フラッシュメモリアドレス 

＃００００００００～＃０００１ＦＦＦＦ（ＣｏｄｅＦｌａｓｈ）*4 

＃１０００００００～＃１０００７ＦＦＦ（ＤａｔａＦｌａｓｈ）*1,*4 

＃０００００３Ｃ０～＃０００００３ＦＦ（Ｐｒｏｇｒａｍ Ｏｎｃｅ領域） *2 

ターゲットインタフェイス 

ＳＷＤインタフェイス *3 

１．２５Ｍ／２．５Ｍ／３．３Ｍ／５Ｍ ｂｐｓ 

□ ＭＳＢファースト      ■ ＬＳＢファースト 

デフォルト ５Ｍｂｐｓ 

ベリファイモード ■ＦＵＬＬベリファイ  ■ＳＵＭベリファイ 

デフォルト ＦＵＬＬベリファイ 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
動作クロック ４８．０ＭＨｚ（内部クロック） 

書き込み時のターゲット 

インタフェイス電圧 
２．７Ｖ ～ ５．２５Ｖ 

 

＊１：ＤａｔａＦｌａｓｈ領域のサイズは、マイコンのＤＥＰＡＲＴレジスタの設定により 

変化します。 

詳細は「２－３．ＦｌｅｘＮＶＭ領域」を参照 

＊２：「２－４．Ｐｒｏｇｒａｍ ｏｎｃｅ領域」を参照 

＊３：ＳＷＤアダプタ（ＡＺ４４２）により、ＳＷＤ信号に変換されます。 

 

 



 5 

＊４：各フラッシュメモリはＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ内には仮想的に配置されます。 

 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリの見え方は以下表のようになります。 

 

メモリ名称 本来の先頭アドレス 
ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

バッファメモリ先頭アドレス 

コードフラッシュ ＃００００００００ ＃００００００００ 

データフラッシュ ＃１０００００００ ＃０００２００００ 

 

以下の操作を行う場合、アドレスの読み替えに注意が必要です。 

・【 ＦＵＮＣ ０ 】、【 ＦＵＮＣ Ｆ５ 】、【 ＦＵＮＣ Ｄ６ 】でアドレスを指定する場合、バッフ

ァメモリのアドレスに置き換えてください。 

・エディット機能で表示される（又は指定する）アドレスは、バッファメモリのアドレスに置き換えて

ください。 

 

 

Address Object File  Address 

NET IMPRESS 

Buffer 

Memory  Address 

Target 

Memory 

#00000000 

 

 

#0001FFFF 

CodeFlash  #00000000 

 

 

#0001FFFF 

CodeFlash  #00000000 

 

 

#0001FFFF 

CodeFlash 

   #00020000 

 

#00027FFF 

DataFlash    

#10000000 

 

#10007FFF 

DataFlash     #10000000 

 

#10007FFF 

DataFlash 
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２－２．Ｆｕｎｃ８ｘコマンド 

本マイコンパックではＦｕｎｃキー＋８ｘ（ｘは０～Ｆ）の範囲の拡張コマンドがあります。 

各コマンドと機能は以下の通りです。 

 

コマンド *1 機能 

Func 80 セキュリティ状態確認 *2 

Func 81 ｍａｓｓ ｅｒａｓｅ実行 *2 

Func 88 Ｏｎｅ Ｔｉｍｅ Ｐｒｏｇｒａｍ領域書き込み 

Func 89 Ｏｎｅ Ｔｉｍｅ Ｐｒｏｇｒａｍ領域読み出し 

Func 8A ＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ Ｃｏｄｅ読み出し 

 

＊１：上記以外のＦｕｎｃ８ｘコマンドは使用できません。 

＊２：セキュリティ機能については「３．セキュリティ」をご参照ください。 
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２－３．ＦｌｅｘＮＶＭ領域 

２－３－１．ＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ Ｃｏｄｅの概要 

ＦＳ３２Ｋ１１６は、３２ＫＢの不揮発性情報メモリであるＦｌｅｘＮＶＭ領域があり、ＤａｔａＦｌ

ａｓｈはこの領域に割り当てられます。 

この領域の構成はＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ Ｃｏｄｅの設定値によって以下のように分割さ

れます。 

 

FlexNVM Partition 

Code 設定値 

DataFlash 

サイズ 

DataFlash 

開始アドレス 

DataFlash 

終了アドレス 

0x0/0xB/0xF 32KB 0x1000_0000 0x1000_7FFF 

0x9 8KB 0x1000_0000 0x1000_1FFF 

0x3/0x8 0KB - - 

 

ＦｌｅｘＮＶＭ領域の３２ＫＢのうち、ＤａｔａＦｌａｓｈ領域として割り当てられなかった領域は、

ｅｍｕｌａｔｅｄ ＥＥＰＲＯＭ ｂａｃｋｕｐ等の領域として使用されます。この領域はメモリマップ

されず、アクセスできない領域となります。 

 

 

２－３－２．ＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ Ｃｏｄｅの照合 

本マイコンパックでは全てのコマンド実行時にパラメータ上のＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ Ｃ

ｏｄｅ値とターゲットのＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ Ｃｏｄｅ値を比較し、「Ｅ．Ｐ．Ｒ」以外

のコマンド実行時は一致している場合のみ処理を継続します。 
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２－３－３．ＰｒｏｇｒａｍＰａｒｔｉｔｉｏｎＣｏｍｍａｎｄの実行 

ＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ Ｃｏｄｅは初期化状態の場合のみ、ＰｒｏｇｒａｍＰａｒｔｉｔ

ｉｏｎＣｏｍｍａｎｄによって書き込むことが出来ます。ＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ Ｃｏｄ

ｅ領域はフラッシュメモリの全消去によってのみ初期化可能です。 

本マイコンパックでは「Ｅ．Ｐ．Ｒ」コマンドコマンド実行時に初期値状態であればパラメータ上のＰ

ｒｏｇｒａｍＰａｒｔｉｔｉｏｎＣｏｍｍａｎｄ設定値をターゲットに書き込みます。 

また、ＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ Ｃｏｄｅが異なる場合に強制的にフラッシュメモリの全消

去を実行し、新しいＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ Ｃｏｄｅを書き込む機能も持ちます。 

ＰｒｏｇｒａｍＰａｒｔｉｔｉｏｎＣｏｍｍａｎｄ実行時は、ＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ Ｃ

ｏｄｅ以外にも下記のマイコン固有パラメータの設定が必要です。 

 

アドレス 機能 設定値 

0x0C8 bit7: 設定が違う場合の 
チップ消去実行設定 

0: 無効、1: 有効 

bit6-2: Reserved ‐ 

bit1: SFE 0: 無効、1: 有効 

bit0: FlexRAM Reset Option 0: 有効、1: 無効 

0x0C9 CSEc Key Size 0x0: 0Byte 

0x1: 128Byte 

0x2: 256Byte 

0x3: 512Byte 

0x0CA EEPROM Data Set Size 0x3: 2048Byte 

0xF: 0Byte 

0x0CB Partition Code 

(DataFlashサイズ) 
0xF    : 32KB(default) 

0x0/0xB: 32KB 

0x9    :  8KB 

0x3/0x8:  0KB 

 

パラメータの設定組み合わせには制限があります。組み合わせの詳細については、マイコンのマニュア

ルをご参照ください。 

固有パラメータの設定方法は定義体のマニュアルをご参照ください。 
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２－４．Ｐｒｏｇｒａｍ ｏｎｃｅ領域 

ＦＳ３２Ｋ１１６には、１２８ＫＢのフラッシュ領域とは別に、１ＫＢの不揮発性情報メモリであるＰ

ｒｏｇｒａｍ ｆｌａｓｈ０ ＩＦＲ領域があります。この領域の構成は以下のようになっています。 

 

アドレス サイズ 内容 

0x000-0x3BF 960byte Reserved 

0x3C0-0x3FF 64byte Program once領域 

 

このうち６４ｂｙｔｅのＰｒｏｇｒａｍ ｏｎｃｅ領域はＰｒｏｇｒａｍ Ｏｎｃｅ Ｃｏｍｍａｎｄに

よって８ｂｙｔｅ単位で書き込むことが出来ます。本マイコンパックでは「Ｅ．Ｐ．Ｒ」コマンド、ま

たは「Ｆｕｎｃ８８」コマンド実行時に、「．ＹＤＤ」拡張子のファイルから８ｂｙｔｅ単位で書き込み

ます。 

Ｐｒｏｇｒａｍ ｏｎｃｅ領域は１度のみ書き込み可能です。ＡＬＬ＿１以外の値を書き込んだ８ｂｙｔ

ｅ領域は書き換え出来ず、再度書き込みを行った場合エラー応答となります。 

Ｐｒｏｇｒａｍ ｏｎｃｅ領域はＲｅａｄ Ｏｎｃｅ Ｃｏｍｍａｎｄによって読み出しすることができ

ます。本マイコンパックでは「ＣＯＰＹ」コマンド、または「Ｆｕｎｃ８９」コマンド実行時に６４ｂ

ｙｔｅの領域をまとめて読み出し、「ＯＴＰＤＡＴＡ．Ｓ」というファイル名のデータとして保存します。

既に「ＯＴＰＤＡＴＡ．Ｓ」が存在する場合は上書き保存します。 

 

詳細については、マイコンのマニュアルをご参照ください。 
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３．セキュリティ 

 

３－１．セキュリティの概要 

ＦＳ３２Ｋ１１６の内蔵フラッシュメモリには、消去・書き込みの禁止などの設定を格納する領域があ

ります。本マイコンパックではセキュリティに関する領域の書き換えも通常のフラッシュメモリ制御に

含まれます。 

セキュリティ機能に関する詳細についてはマイコンのマニュアルをご参照ください。 

 

３－２．セキュリティ状態確認 

セキュリティの設定状態は「Ｆｕｎｃ８０」コマンドで確認することができます。 

 

３－３．セキュリティ解除 

ＦＳ３２Ｋ１１６のセキュリティ機能は「Ｅ．Ｐ．Ｒ」コマンド実行時、または「Ｆｕｎｃ８１」コマ

ンド実行によるフラッシュメモリの全消去によって解除することができます。 

ただし、Ｍａｓｓ Ｅｒａｓｅの機能がフラッシュメモリの設定により禁止されている場合はセキュリテ

ィ機能を解除することは出来ません。 
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４．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

 

４－１．信号一覧表 

本マイコンパックをご利用頂いた場合のターゲットプローブコネクタ端の信号表を示します。 

なお、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとＳＷＤアダプタは、標準プローブで接続されます。 

 

マイコン信号名 
ＡＺ４４２：ＳＷＤアダプタの 

標準信号名称(マイコン側) 
マイコン信号名 

 Ｎ．Ｃ １１ １ ＴＶｐｐ１  

ＲＥＳＥＴ＿ｂ ／ＴＲＥＳ １２ ２ ｖＶｃｃ  

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｽ用信号 

(+5V) 
／ＴＩＣＳ０ (１３) ３ ＴＭＯＤＥ  

ﾏﾙﾁﾌﾟﾚｸｽ用信号 

(2.0V～3.0V) ／ＴＩＣＳ１ (１４) ４ ＴＶｃｃｄ ＶＤＤ 

ｳｫｯﾁﾄﾞｯｸﾞﾊﾟﾙｽ 

信号 
ＷＤＴ (１５) ５ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 ＴＡＵＸ３ １６ ６ ＳＷＣＬＫ ＳＷＤ＿ＣＬＫ 

 ＴＡＵＸ４ １７ ７ ＧＮＤ ＶＳＳ 

 Ｎ．Ｃ １８ ８ Ｎ．Ｃ  

 Ｎ．Ｃ １９ ９ ＧＮＤ ＶＳＳ 

ＶＳＳ ＧＮＤ ２０ １０ ＳＷＤＩＯ ＳＷＤ＿ＤＩＯ 

 

ＳＷＤアダプタからマイコンへの信号線接続（ＦＭ８２０Ｍ００） 

 

 

１． ○ は、必ず接続頂く信号線です。 

２．（ ）は、必要な時のみ接続してください。 

３．○ も（ ）も印のない信号線はターゲットシステムの回路には接続しないでください。 

詳細については、弊社サポートセンタにお問い合わせください。 
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４－２．代表的な接続例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ターゲットシステムとの接続例 ＞ 

 

 

 

※１：オプション機能です。 

 

 

User System NET IMPRESS SWD ADAPTER 

AZ442 

FS32K116 

TVccd 

SWCLK 

SWDIO 

GND 

SWD_CLK 

SWD_DIO 

/TRES 

VDD VSS 

WDT 

/TICS1 
（14） 

（15） 

（6） 

（10） 

（12） 

（4） 

（5,7,9,20） 

RESET_b 

/TICS0 
（13） 

※１ 

3.3V 
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①“書き込みモード信号”など一部の書き込みに使用する信号がユーザシステムとの共用端子に定義さ

れている場合には、それらの信号のマルチプレクス回路をユーザシステムに実装してください。／Ｔ

ＩＣＳ１信号は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション実行時にだけ、アサートされる信

号です。 

この信号によって共用端子に実装される信号切替えを行います。 

マルチプレクス回路をユーザターゲットシステムにいれていただくことにより、／ＴＩＣＳ１がネゲ

ートされている時（デバイスファンクションを実行していない時）にＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳが接続さ

れていない（コネクタを外した）状態と同一の条件をつくることができます。 

書き込み制御に使われるこれらの信号が、フラッシュマイコンから制御用専用信号線として定義され

るターゲットシステムでは、マルチプレクス回路は不要です。 

 

 

②ＷＤＴ信号端子には、ＷＤＴ Ｐｅｒｉｏｄ【ＦＵＮＣ Ｄ５】で設定されたクロック信号がＮＥＴ 

ＩＭＰＲＥＳＳより出力されます。（常時出力）（オープンコレクタ出力） 

フラッシュメモリ書き込み中に、所定のクロック信号が必要なユーザ回路へ接続しご利用ください。 

 

 

③ＡＺ４４２の／ＴＲＥＳ信号は、ターゲットシステム内でワイヤードオアをとり、マイコンの／ＲＥ 

ＳＥＴ端子に接続して頂けるよう、オープンコレクタ出力の信号としています。 
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４－３．制御信号波形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ライタ仕様 

 TPR  200ms （min） 

 TRLW1 350ms （min） 

 TRLW2  100ms （min） 

 TRMS  10ms （min） 

 TRMH  5ms （min） 

 TRRS 100ms （min） 

 

 ※１： ”         ”は、HiZを示します。 

 ※２： WDTはオープンコレクタ出力です。 

 ※３： オプション機能です。 

 

※３ 

TPR 

TRMH 

SWCLK 

SWDIO 

/TICS0 
/TICS1 

/TRES 

WDT 

TRMS 

TRLW1 TRLW2 TRRS 

※２ 

※  

※３ 

※３ ※３ 

TRMS 

書き込みモード Security認証 
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【動作手順】 

 

① フラッシュプログラマの電源投入後、ターゲットシステムの電源を入れてください。 

プログラマは電源投入直後から／ＴＲＥＳをアサートし､ＷＤＴ信号の出力を開始します。 

 

② デバイスファンクションの実行によって／ＴＩＣＳ１がアサートされ、フラッシュプログラム用の通

信チャネルがターゲットシステム上でフラッシュプログラマ側に接続されます。 

（フラッシュプログラム用の通信チャネル及び、関連信号が他のユーザ回路から独立して常時フラッ

シュプログラマに専有されるシステムでは、本信号による信号切替えは必要ありません） 

 

③ マイコンのプログラミングモードが起動され、規定の通信回線を使ってＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとの

通信を始めます。通信は、あらかじめ設定されている通信条件で行います。 

 

④ プログラミング終了後、／ＴＩＣＳ１をネゲートします。 

デバイスファンクション非実行中は／ＴＲＥＳは常にアサートし、ＷＤＴ信号は常時出力します。 
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５．マイコンパックのロード方法 

５－１．ファイル構成 

本マイコンパックをご利用いただくにあたって、事前に以下のファイルをご用意ください。 

 弊社提供ファイル 

ファイル名 内容 

ＶｘｘｘｘＭ８２０．ＣＭ 
定義体ファイルです。 

＊本マイコンパックには付属しません。 

ＶｘｘｘｘＭ００Ｍ８２０.ＰＲＭ 
ＦＳ３２Ｋ１１６のデバイス情報が内蔵されているパ

ラメータテーブルファイルです。*1 

ＶｘｘｘｘＭ００Ｍ８２０．ＢＴＰ 
書き込み制御プログラムです。ＹＩＭフォルダに配置し

ます。 

 

ファイル名「Ｖｘｘｘ～～」のｘｘｘがバージョンを示します。 

各ファイルは予告なくバージョンが上がる場合があります。 

 

 お客様にご用意いただくファイル 

ファイル名 内容 

Ｏｂｊｅｃｔ．ｘｘｘ オブジェクトファイルです。 

Ｏｂｊｅｃｔ．ＹＳＭ 

バッファＲＡＭ不正変化検出用のファイルです。 

詳細はＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのインストラクション

マニュアルをご参照ください。 

Ｏｂｊｅｃｔ．ＹＤＤ 
Ｐｒｏｇｒａｍ ｏｎｃｅ領域書き込み用のファイルで

す。 

 

＊１：ＦｌｅｘＮＶＭ Ｐａｒｔｉｔｉｏｎ ＣｏｄｅとＤａｔａＦｌａｓｈ制御範囲の設定対応 

で以下のパラメータを用意しています。 

パラメータ名 ＤａｔａＦｌａｓｈ領域サイズ 

ＶｘｘｘｘＭ００Ｍ８２０.ＰＲＭ ３２ＫＢ（ｄｅｆａｕｌｔ） 

ＶｘｘｘｘＭ００Ｍ８２０＿ＤＦ＿０Ｋ.ＰＲＭ ０ＫＢ 

ＶｘｘｘｘＭ００Ｍ８２０＿ＤＦ＿８Ｋ.ＰＲＭ ８ＫＢ 

ＶｘｘｘｘＭ００Ｍ８２０＿ＤＦ＿３２Ｋ.ＰＲＭ ３２ＫＢ 
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５－２．リモートコントローラ（ＡＺ４９０）の接続 

 

ＡＺ４９０は、パーソナルコンピュータ（Ｗｉｎｄｏｗｓ環境）上で動作いたします。 

パーソナルコンピュータ（ＩＢＭ－ＰＣ）とＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳを、ＥＴＨＥＲＮＥＴケーブルで接

続します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳには、ターゲットマイコン用のコントロールモジュールを実装しておきます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳに実装されたコントロールモジュールに、マイコンパックをロードすることとな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

NET IMPRESS 

ｺﾝﾄﾛｰﾙﾓｼﾞｭｰﾙ 

ETHERNET 
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５－３．マイコンパックのロード方法 

マイコンパックのロードは、リモートコントローラ（ＡＺ４９０）でおこないます。 

【Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ】画面の【Ｌｏａｄ Ｐａｒａｍｅｔｅｒ】機能を使用し、マイコンパッ

クのパラメータファイルを定義体へロードします。 

パラメータロード機能を選択いたしますと、パラメータファイルを選択する画面が表示されますので、

本マイコンパックのパラメータファイルを選択し、実行してください。 
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６．利用上の注意 

 

① 本コントロールモジュールは、弊社フラッシュマイコンプログラマ専用のコントロールモジュー 

 ルです。弊社、フラッシュマイコンプログラマ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズ）以外ではご使用 

 にならないでください。 

 

② 本コントロールモジュールは指定されたフラッシュマイコン専用のものです。 

他のマイコンへの書き込みには、書き込みを行うマイコン専用のコントロールモジュールをご利 

用ください。マイコンとコントロールモジュールとの対応を誤って使用すると、ターゲットシス 

テムを破壊する恐れがあります。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ内

部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、コントロールモジュールの脱着は、 

行わないでください。 

コントロールモジュールアクセス中に、脱着してしまいますとコントロールモジュールを破壊する恐

れがあります。 

 

⑤ フラッシュマイコンプログラマは、コントロールモジュールを実装した状態で動作します。 
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